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 Q.見学を経て、明日から新しく始めたいこと、あるいは家族に伝えたいことを具体的に書いてください。 

 

 A.災害はいつ起こるかわからないので、日頃から対策をすることが大切だとわかりました。 

 A.大変な状況で自分のことだけでも精一杯だったはずなのに私を産んでくれてありがとうと思いました。 

 A.東日本大震災のような大地震でなくても、家族で集まる場所を決めておく、災害用のバックを作る、飼い犬

のことを考えるなどきちんと対策を考えることが大切だと思った。 

 A.しっかりと自分でも家族でも話し合って、避難場所確認し、防災用グッズを用意しようと思いました。 

 A.遠いところで起きたことだから、生まれる前のことだから、という考え方ではなく、自分事として、きちん

と向き合い、次の世代に伝えたい。 

 A.私達がまだ生まれていない時代だったからこそ驚くことが多かったし震災に関心を持てた学びの一つになり

ました。 

 A.このような大きな地震などの災害はいつ来るかわからないから非常食などの準備のほか大事な物をまとめて

おくなどをしておこうと思った。 

 A.伝承館では福島第一原発の模型があった。それは原発事故後の模型なので当時の 1号機～6号機までの状況

や海との距離などを見ることができて、視覚的に理解することができた。 

 A.東日本大震災やその原子力の事故について風化していく中で若い僕達のような人たちで未来に伝えていけれ

ばいいなと思いました。 

 A.震災後は、人々の協力が大切だとわかりました。それをふまえて、日常から協力することをもっと呼びかけ

て、自分でも実行していきたいです。 


